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1 はじめに

水稲とならび本作に位置付けられた国産大豆の振興には、

主要病害虫抵抗性、倒伏抵抗性を具えた省力・機械化栽培

体系に適した品種の育成が重要である。「ふくいぶきJは東

北地域の主要病害であるダイズモザイクウイルス(SW)、ダ

イズシストセンチュウに ンチュウ)に対し抵抗性で、耐倒

伏性にも優れる。また、豆腐加工適性も良好で、近年、機

能性成分として大きく注目されているイソフラボンを多く

含有するため、生産・販売円lHlでの有利性が考えられる。

2002年に「ふくいぶき」(だいず農林 122号)と して農林お

よび命名登録されており、奨励品種採用予定県の福島県に

おける普及が期待される。

2 青嶼

本系統は 1988年に東北農瓢 開発部 (現東北農

業研究センター水田利用部)大豆育種研究室 (刈和野試験

地)において SIIV抵抗性、センチュウ抵抗性、および強茎化

を目標に、センチュウ抵抗性で強茎、極大粒の「東北 96

詢 を母に、SMV抵抗性、センチュウ抵抗性の「デフムス

メ」を父として人工交配を行い (図 1)、 以後、選抜・固定

を図つてきた。

1994年に「刈系 523号Jと して、生産力検定予備試験、

系統遡芯性険定試験及び樹生検定試験等に供試し、成績が

優秀であつたことから、1998年に「東北 126号Jの地方番

号を付して奨励品種決定識群等に供試してきた 2002年に

おける世代はF郷である。
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3 睡

育成地の牛産力検定試験および福島県における奨励品種

決定調査による試験成績等から「ふくいぶき」の特性は概

ね以下の通りである。

(1)育成地における成熟期は “中の晩"に分類され、いず

れの栽培条件でも「スズユタカJとほぼ同程度であつた。

福島県の普通畑標準播では福島県農試相馬支場を除き、

「スズユタカ」より3～4E遅かつた俵 1)。

(D主室長は「スズユタカ」に比べ、福島県農試会津支場

で 3cム 他の試験場所で約 15%短茎化している。例伏程度

は育成地の水田転換畑では “少"であつたが、他はいずれ

も “微 'で 「スズユタカ」より優る。

③ 分枝数は「スズユタカ」と同程度であるが、主茎節数

は少ない。育成地の子実収量は「スズユタカ」比で約 1割

増収、福島県でも相馬支場を除き 2割弱の増収を示した。

また、「タチナガハ」比では約 1～3害1増収であり、高い収

量性を示した。

(41粒大は育成地で “中の大"に分類された 晩播でガ粒

化傾向にあるが、福島県では標準播と同程度の粒大で、粒

度分布の変動は少なし、

(5)紫斑粒の発生程度は「スズユタカ」並みだが、裂皮粒

は「スズユタカ」より少なく、品質は育成地で “中の上"、

福島県で “上の中"である。

(61 SMV抵抗性は「タチナガハ」の “中"に対し「スズユ

タカ」と同じ “強"でよ B、 C、 D病原系統に対し抵抗性を

S、センチュウ抵抗性はレース 3に対し抵抗性で、“強"

に分類される。

(7)粗蛋自質含有率は育成地で「エンレイ」より低く、「ス

ズユタカ」と同じ “中"に属するが、「スズユタカ」よりや

や高し、福島県産で|ま粗蛋自質含有率、粗脂肪含有率とも

に「スズユタカ」と同程度である。

(81]菌田新強度は「スズユタカJと 同程度であり俵 2)、

実需者の評価は “しつかりした食感がある"、 “塩化マグ

ネシウムを用いた豆腐はコクが感じられる"な ど概ね良好

で、コ腐カロエに適する。

(91イ ソフラボン含量は年次・場所間の変動が大きいが、

「ふくいぶき」の含量はいずれの栽培条件下でも他の品種

図1 「ふくいぶき」の系譜
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より高く、特に晩播栽培で高くなる傾向がみられた俵 3)。

4 まとめ

「ふくいぶきJは外観品質が良く、イソフラボン含量の

高い良質多収品種である。ダイズモリイクウイルスのA～D

病原系統およびダイズシストセンチュウのレース 3抵抗性

を有し、― は
「スズユタカJと同程度力やや遅いため、

市東北地域が栽培適地と考えられる。晩播栽培による減収

程度および粒大の変動も「スズユタヵ」ょり小さヽ 、

栽培上の留意点としては、「スズユタヵJょ り短茎化し倒

伏程度は小さいが、最下着奏節位高は|ボユタカ」並みなの
で、コンバイン収穫時の刈り残し、上の巻き込みには注意す

る。

また、センチュウ抵抗性を有するが、連作障害を回避す

るため道切な輸作のもとで栽培を行う必要がある。

供試品種
普通畑標播  普通畑晩播  転換畑標播

ふくいぶき 3764 514.8('99/'00) 4649
スズユタカ  3212
タチナガハ  3130

3507('99/'01) 3199

3350('99/'01) 3038
エンレイ   2571 276.5('99～ '01) 295_5

注)1含量は1999～2001年の平均亀
2.普通畑晩播は括弧内年次の平均値。
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福島県農業試験場 '96～ '01年度(6カ年)、 会津・相馬支場'97～'01年度(5カ年)。
2.粗蛋自質含有率的 は近赤外分光分析法により無水分中の測定を行つた。窒素蛋自質換算係数は625。
試験年 :育成地 '97～ '99年度、福島県農業試験場 '97年度、会津・相馬支場 '97～ '98年度。

供試品種  抽出率  固形分  破断強度
__     0)   儒)  (g/Cm2)
ふくいぶき  745   108   71.6  85.83  190  H62
スラぐこ■夕ヵ    72.2       10.8       70 9     85 66    -2 05    12 67

お 1]腐は当研究室の定法にて調製した。
2]腐の破断強度 :レオメーターによる。
(プランジャ¨径 10nun。 速度 6om/1nin・ サンプル高 15run)
3コ腐の色調 :色差計(TC 1801111K― II)に よる(2度視野・D65光源)。
L*:100明←→暗 O  a■ :十 赤←→―緑  b*:十 黄←→―.青。
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